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町・村ランキング トップ 20を公開  
「議会改革度調査 2016」ランキング 早大マニフェスト研調べ 

 

地方から政治を変える取り組みを行う早稲田大学マニフェスト研究所は 6

月 19 日、2016 年度「議会改革度調査」ランキングの都道府県内の自治体ラ

ンキング TOP20 を公開しました。調査結果から、町は北海道芽室町議会が 3

年連続首位に輝き、2位は栗山町、3位に神奈川県 箱根町となりました。村

は長野県南箕輪村議会がトップとなり、村で唯一、総合順位でも 175 位にラ

ンクインしています。以下で町村それぞれのトップ 10 を紹介しています。 

なお、政務活動費の領収書のネット公開など、注目度の高いテーマ別分析

は 7月から公開予定です。 

▽以下の URLからご覧ください 

町 ： http://www.maniken.jp/gikai/2016rank_machi.pdf 

村 ： http://www.maniken.jp/gikai/2016rank_mura.pdf 

▼町村ランキング TOP10 ※カッコ内は前年比／総合順位[300位以下は「-位」と表記] （村は総合順位のみ） 

□町 ※回答数は 441議会 

1 位 北海道 芽室町議会  （0／1） 

2 位 北海道 栗山町議会  （16／13） 

3 位 神奈川県 箱根町議会 （1／21） 

4 位 北海道 福島町議会  （20／23） 

5 位 神奈川県 大磯町議会 （122／32） 

6 位 岩手県 紫波町議会  （-7／37） 

7 位 福島県 会津美里町議会（-9／46） 

8 位 埼玉県 三芳町議会  （-1／47） 

9 位 埼玉県 嵐山町議会  （-20／58） 

10 位 長崎県 小値賀町議会 （71／61） 

□村 ※回答数は 67議会 

1 位 長野県 南箕輪村議会 （175） 

2 位 茨城県 美浦村議会  （-） 

3 位 福島県 湯川村議会  （-） 

4 位 長野県 喬木村議会  （-） 

5 位 長野県 原村議会   （-） 

6 位 長野県 阿智村議会  （-） 

7 位 千葉県 長生村議会  （-） 

8 位 熊本県 南阿蘇村議会 （-） 

9 位 北海道 占冠村議会  （-） 

10 位 岩手県 田野畑村議会 （-） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※中尾 修：1949年北海道栗山町生まれ。北海道立栗山高等学校卒業、自治大学校卒業、1967年栗山町役場、1986

年栗山町議会事務局、2001年栗山町議会事務局長。全国初の議会基本条例の制定に尽力する。2009年 4月から
東京財団研究員、早稲田大学マニフェスト研究所招聘研究員。第 30次地方制度調査会臨時委員。 

 

▼議会改革度調査 2016について 

【調査概要】 2017 年 3 月下旬にメールや郵送で調査依頼を全地方議会に送付し、1,347議会が回答（回答

率 75.3%）。2010年度から今回で 7 回目の調査となる。 

 ≫ 詳細： http://www.maniken.jp/gikai/2016gaiyo.pdf 
 

 今後、「議会改革度調査 2016」の新たな情報は下記早大マニ研 HP で公開します。 

 

 

■早稲田大学マニフェスト研究所の見解（町村議会に詳しい招聘研究員・中尾 修） 

高知県大川村で町村総会が検討されたことは「住民は行政や議会にもっと関心をもつ

必要がある」というメッセージだ。人口減少による行政サービスの縮減、社会資本の老

朽化など、自治体は問題が山積みとなっている。 

不都合な真実を情報共有しながら『納得ある決定』をするためには、議会は、数十年

後のまちの姿を想像し、住民と向き合って議決する必要がある。議会にとって、住民と

直接対話する機会は必須要件。制度のない議会は、仕組みをつくることが急務だ。 

＜お問合せ先＞ 早稲田大学マニフェスト研究所 事務局：担当 永尾、青木 

TEL：03-6214-1315  E-MAIL：mani@maniken.jp  HP：http://www.maniken.jp/ gikai/ 
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